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Ⅰ．1) の n 階導関数を求めよ。 x2
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（ちなみに は−x2 ∞<<∞ x でC －級である。） ∞

 

2) 1)の結果を用いて  のマクローリン展開（x = 0を中心とするテイラー多項式＋剰余項 Rx2 n）を求めよ。 
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3)   任意の x に対して、2)で求めた剰余項 Rnが ∞→n のときに となることを示せ（0→nR ∞→n のときに

となる場合、2 はマクローリン級数で表すことが可能となる）。 0→Rn
x

任意の xに対して、
( ) ( ) 0

!
2log2

!
2log2

→≤
⋅

=
n

xx
n

R
n

xn
nx

n

θ

 ( )∞→n  

（注：xは任意の有限確定値なので や も有限確定値、また任意の正数
x2 2logx α に対して で∞→n 0

!
→

n

nα
） 

ちなみに、 LL +
−

+++++=
−

)!1(!3!2
1

132

n
yyyye

n
y

において 2log⋅= xy とすれば、− ∞<<∞ x に対して 
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 に対する x = 0を中心とする 2次のテイラー多項式を求めよ（テイラーの定理からも直

接は求められなくはないが、 log( のテイラー多項式を)1 x+ xで割った式とみなして考えたほうが簡単）。 
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（ちなみにこのテイラー多項式は のときに 1となり、0=x 0=x での場合にも適応可能である。） 

2) xx
1

)1( + に対して x = 0を中心とする 2次のテイラー多項式を求めよ。 
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